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武道授業 実践の概要紹介 由利本荘市

2

矢
島
中
学
校
の
「
剣
道
学
習
」

　

由
利
本
荘
市
で
は
、
市
内
10
中
学
校

中
６
校
が
柔
道
を
選
択
し
、
４
校
が
剣

道
を
選
択
し
て
い
る
。
剣
道
を
選
択
し

て
い
る
４
校
の
中
で
、
特
に
、
岩
城
中

学
校
は
昭
和
57
年
度
か
ら
59
年
度
ま
で

３
年
間
「
格
技
指
導
推
進
校
」、
平
成

８
年
度
か
ら
10
年
度
ま
で
３
年
間
「
武

道
指
導
推
進
校
」
と
し
て
、
矢
島
中
学

武
道
授
業

実
践
の
概
要
紹
介　
　

　

秋
田
県
の
南
西
部
に
位
置
す
る
由
利
本
荘
市
は
、
南
に
標
高
２
２
３
６
メ
ー
ト
ル
の
秀

峰
鳥
海
山
、
東
に
出
羽
丘
陵
を
望
み
、
中
央
を
１
級
河
川
子
吉
川
が
貫
流
し
て
日
本
海
に

注
い
で
い
ま
す
。
人
口
約
８
万
人
、
面
積
約
１
２
０
９
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
、
山
・
川
・

海
の
自
然
が
織
り
な
す
風
光
明
媚
な
地
域
で
す
。

　

本
市
で
は
、
平
成
27
年
度
ま
で
に
市
内
全
て
の
小
・
中
学
校
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
に
指
定
し
、「
ふ
る
さ
と
教
育
を
基
底
に
、
９
年
間
を
通
し
て
、
豊
か
な
心
と
ふ
る

さ
と
愛
に
あ
ふ
れ
る
子
ど
も
を
育
成
す
る
」
と
い
う
共
通
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
地
域
と
と
も

に
あ
る
学
校
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
て
あ
ら
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
る
環
境
に
あ
る
本
市

は
、ス
ポ
ー
ツ
立
市
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
特
に
ボ
ー
ト
競
技
に
は
歴
史
と
伝
統
が
あ
り
、

平
成
29
年
に
は
全
国
レ
ガ
ッ
タ
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

今
回
は
、
長
年
、
本
市
の
剣
道
指
導
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
、
由
利
本
荘
市
立
矢

島
中
学
校
の
安
藤
純
校
長
先
生
よ
り
実
践
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

由
利
本
荘
市
に
お
け
る

武
道
指
導
（
剣
道
）
の
実
践
紹
介

由
利
本
荘
市
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課

校
は
昭
和
63
年
度
か
ら
平
成
２
年
度
ま

で
３
年
間
「
格
技
（
昭
和
63
）・
武
道

（
平
成
元
・
２
）
指
導
推
進
校
」
と
し

て
文
部
省
か
ら
指
定
を
受
け
、
学
校
選

択
と
し
て
剣
道
の
授
業
を
取
り
入
れ
た

ほ
か
、
全
教
育
活
動
を
通
じ
て
「
剣
道

の
特
性
」「
剣
道
の
心
」
を
生
か
し
た

実
践
が
行
わ
れ
、
現
在
も
継
続
し
て
特

科
の
剣
道
を
中
心
に
、
各
教
科
及
び
道

徳
、
特
別
活
動
を
含
む
全
教
育
活
動
の

中
で
、「
剣
道
の
特
性
や
剣
道
の
心
」

1

は
じ
め
に

学
校
経
営
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
「
剣
道

の
心
」
を
生
か
す
教
育

　

矢
島
中
学
校
で
は
、
昭
和
63
年
度
文

部
省
「
格
技
指
導
推
進
校
」
と
し
て
指

定
を
受
け
、
教
育
活
動
に
剣
道
を
取
り

入
れ
た
。
そ
の
際
、
保
健
体
育
科
の
取

組
に
と
ど
ま
ら
ず
、
生
徒
の
人
間
と
し

て
の
成
長
を
期
し
、全
教
育
活
動
に「
剣

道
の
特
性
や
剣
道
の
心
」
を
生
か
し
た

教
育
活
動
を
実
践
し
た
。

　

学
校
教
育
目
標
「
進
ん
で
学
び
、
心

豊
か
に
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
生
徒
の

育
成
」、研
究
主
題
「
礼
節
を
重
ん
じ
、

生
き
生
き
と
活
動
し
な
が
ら
、
自
己
の

向
上
を
め
ざ
す
生
徒
の
育
成
〜
剣
道
の

特
性
を
生
か
し
て
〜
」
は
、
保
健
体
育

収納室（現在も当時購入した剣道具を使用している）

色
あ
る
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
鳥
海
中
学
校
、
東
由
利
中
学

校
で
は
、
剣
道
場
を
完
備
し
、
外
部
指

導
者
と
の
Ｔ
Ｔ
を
導
入
し
て
剣
道
学
習

の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
、
矢
島
中
学
校
の
取
組
を

紹
介
す
る
。

全国初の校舎一体型中高連携校

体育館入口にある剣道の壁画

鳥　海　山
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的
な
管
理
の
た
め
、
面
と
小
手
は
毎
年

全
て
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
な
ど
の
予

算
措
置
が
な
さ
れ
た
。

　

平
成
21
年
、
県
立
矢
島
高
等
学
校
と

の
中
高
連
携
校
と
し
て
校
舎
が
新
築
さ

れ
た
が
、
現
在
も
学
校
教
育
目
標
を
踏

襲
し
、「
剣
道
の
特
性
や
心
」
を
生
か

し
た
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
る

　

矢
島
中
学
校
で
は
、
平
成
元
年
度
に

剣
道
学
習
で
基
本
と
な
る
５
本
の
技
で

構
成
し
た
「
矢
島
中
学
校
剣
道
形
」
を

作
成
し
、
授
業
に
取
り
入
れ
て
き
た
。

所
作
事
は
、
日
本
剣
道
形
に
準
拠
し
な

が
ら
、
日
本
剣
道
形
が
、
先
に
技
を
出

し
た
方
が
打
た
れ
る
の
に
対
し
て
、「
矢

島
中
剣
道
形
」
は
、
１
〜
３
本
目
ま
で

は
攻
め
て
打
つ
技
、
４
〜
５
本
目
は
相

手
の
動
き
に
応
じ
た
技
を
形
と
し
て
構

成
し
て
い
る
。「
矢
島
中
剣
道
形
」は
、

剣
道
学
習
で
学
ぶ
内
容
を
剣
道
形
と
し

て
お
り
、
剣
道
具
を
着
け
て
行
う
剣
道

学
習
の
基
本
と
し
て
指
導
し
て
い
る
。

を
生
か
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

　

当
時
の
矢
島
町
で
は
、
剣
道
を
教
育

活
動
に
取
り
入
れ
る
に
当
た
り
、
剣
道

着
・
袴
を
全
校
生
徒
・
教
師
分
350
着
、

木
刀
350
振
、
剣
道
具
男
女
用
各
50
組
、

竹
刀
男
女
用
各
50
本
な
ど
の
用
具
の
準

備
、
剣
道
具
の
収
納
室
等
の
施
設
設
備

の
整
備
、
さ
ら
に
、
剣
道
具
等
の
衛
生

3

「
全
校
剣
道
」
か
ら
「
修
錬
の
刻
」
へ

　

格
技
指
導
の
指
定
を
受
け
た
昭
和
63

年
度
か
ら
は
、
学
校
裁
量
の
時
間
を
活

用
し
て「
全
校
剣
道
」が
実
施
さ
れ
た
。

全
校
生
徒
が
、
剣
道
着
、
袴
に
着
替
え

て
一
堂
に
会
し
、
礼
儀
作
法
、
起
居
振

舞
、
木
刀
に
よ
る
素
振
り
、
剣
道
形

を
学
び
、
心
技
体
の
一
体
的
修
錬
を
深

め
、
そ
の
心
を
全
領
域
へ
波
及
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
。「
全
校
剣
道
」は
、

指
定
終
了
後
も
継
続
さ
れ
、
現
在
も
特

色
あ
る
教
育
活
動
と
し
て
定
着
し
て
い

る
。

　

平
成
19
年
度
か
ら
は
、「
修
錬
の
刻

（
と
き
）」
と
い
う
名
称
で
月
一
回
の
朝

の
活
動
と
し
て
、
現
在
も
継
続
し
て
実

施
し
て
い
る
。「
修
錬
の
刻
」
は
、
第

一
章
「
黙
想
の
刻
」（
黙
想
・
教
師
の

講
話
）と
第
二
章「
入
魂
の
刻
」（
黙
想
・

素
振
り
）
か
ら
な
り
、
５
月
か
ら
開
始

し
、
剣
道
の
授
業
を
前
に
（
10
月
）、

剣
道
の
心
の
も
ち
方
、
剣
道
の
伝
統
的

な
所
作
、
基
本
的
な
技
能
等
を
学
ぶ
場

と
し
て
、剣
道
学
習
と
直
結
し
て
い
る
。

第一章「黙想の刻」　５月～９月毎月最終木曜日の朝

第二章「入魂の刻」　10月～ 11月毎週金曜日の朝

4

授
業
に
生
き
る
「
矢
島
中
学
校
剣
道
形
」

「
修
錬
の
刻
」

　

平
成
15
年
に
「
木
刀
に
よ
る
剣
道
基

本
技
稽
古
法
」
が
作
成
さ
れ
て
か
ら

は
、「
矢
島
中
剣
道
形
」
と
同
じ
技
は
、

「
木
刀
に
よ
る
剣
道
基
本
技
稽
古
法
」

の
流
れ
で
実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

学び合う学習の重視

和文化教育全国大会で「矢島中学校剣道形」を披露

外部指導者の活用 学び合いを推進する導入

３人一組の学び合いを取り入れた学習

平
成
26
年
度
か
ら
は
、「
全
校

剣
道
大
会
」
で
基
本
錬
成
の
部

と
し
て
集
団
演
武
で
学
級
対
抗

戦
を
実
施
し
、
そ
の
定
着
に
努

め
て
い
る
。

「
矢
島
中
学
校
剣
道
形
」
の
技
の
構
成

一
本
目　

基
本
技　

面
・
小
手
・
胴

二
本
目　

二
段
技　

小
手
―
面

三
本
目　

払
い
技　

払
い
面

四
本
目　

応
じ
技　

面
抜
き
胴

五
本
目　

応
じ
技　

小
手
す
り
上
げ
面
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矢
島
中
学
校
で
は
、「
剣
道
」
に
加

え
、「
書
道
」「
茶
道
」
を
教
育
活
動
に

導
入
し
、「
矢
島
中
三
道
教
育
」
と
し

て
実
践
し
て
い
る
。
三
道
全
て
に
お
い

て
、
地
域
の
方
々
を
指
導
者
と
し
て
招

き
、
直
接
生
徒
に
指
導
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
歴
史
と
文
化
に
支
え
ら
れ
た

城
下
町
の
特
色
を
生
か
し
た
教
育
活
動

と
し
て
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
。

　

平
成
20
年
に
学
習
指
導
要
領
に
改
訂

さ
れ
た
際
、
改
善
の
方
針
と
し
て
、「
武

道
に
つ
い
て
は
、
そ
の
学
習
を
通
じ
て

我
が
国
固
有
の
伝
統
と
文
化
に
、
よ
り

一
層
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導

の
在
り
方
を
改
善
す
る
」
と
あ
る
。
矢

島
地
域
は
、「
我
が
国
固
有
の
伝
統
と

文
化
」
が
、
正
に
地
域
に
根
付
い
て
い

る
地
域
で
あ
る
。
こ
の
恵
ま
れ
た
地
域

性
と
「
剣
道
の
心
」
を
大
切
に
し
て
、

剣
道
学
習
を
含
め
た
全
て
の
教
育
活
動

の
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

平
成
27
年
度
も
剣
道
学
習
の
成
果
を

試
す
場
と
し
て
第
28
回
「
全
校
剣
道
大

会
」
を
実
施
し
た
。

　

試
合
は
学
級
対
抗
戦
で
、
当
初
は
学

級
代
表
選
手
に
よ
る
団
体
戦
を
行
っ
て

い
た
が
、
平
成
26
年
度
か
ら
は
、
矢
島

中
学
校
剣
道
形
を
集
団
で
演
武
す
る

「
基
本
錬
成
の
部
」
と
、
従
来
の
学
級

男
女
代
表
選
手
が
試
合
を
行
う
「
試
合

の
部
」
で
実
施
し
て
い
る
。「
基
本
錬

成
の
部
」
を
設
け
る
こ
と
で
、
対
人
的

な
剣
道
が
得
意
で
な
い
生
徒
も
含
め
て

全
員
が
試
合
に
出
場
で
き
る
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
、
剣
道
に
対
す
る
意
欲

を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

全
校
剣
道
大
会
の
審
判
は
、
伝
統
的

に
矢
島
地
域
の
剣
道
連
盟
に
依
頼
し
て

お
り
、
毎
年
多
く
の
剣
道
愛
好
者
の
協

力
を
得
て
い
る
。
全
て
、
本
校
卒
業
生

で
あ
り
、
長
年
に
わ
た
っ
て
審
判
を
担

当
し
て
い
る
た
め
、
生
徒
の
技
量
に
合

わ
せ
た
公
正
な
審
判
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。

5

剣
道
学
習
の
成
果
を
試
す

「
全
校
剣
道
大
会
」

試合錬成の部

基本錬成の部

6

お
わ
り
に

茶道教室 修錬の刻（入魂の刻）

剣道学習の実際と剣道ノート

剣道学習をするにあたって

　剣道は、刀を用いる武術から発展した日本古来の運動文化である。剣道の技を修錬することによ
って自己の心身を鍛え、「礼に始まり、礼に終わる」といわれる剣道の心を日常生活に生かすことが
できるように意欲的に取り組みましょう。また、基本技能を身に付けるとともに、相手の動きに応
じた技を用いて打ったり受けたりするなどの攻防によって得られる剣道の楽しさや爽快感を味わい
ましょう。

剣　道　の　理　念

剣道は剣の理法の修錬による人間形成の道である

剣　道　の　ね　ら　い

⑴礼節を身に付ける
・剣道の基本動作や基本的マナーを正しく身に付けよう。
・互いに相手を思いやり、公正な態度で練習や試合を行おう。
⑵心身を鍛え、たくましく生きる
・剣道の修錬により、旺盛な気力と体力（瞬発力、持久力、精神力）を身に付けよう。
・打突を通して、瞬発的な判断力や決断力、集中力を身に付けよう。
・安全に留意し、互いに責任をもち、協力し合いながら学習しよう。
⑶剣道の特性に触れ、基本動作を身に付ける
・剣道の伝統的な文化や特性を理解し、生活に生かすことができるように知識を身に付けよう。

　剣道を通して学ぶ３つのねらいを日常生活の中に生かすことができるように課題をはっきりとつ
かみ授業に臨もう。

時間 学習内容
１
２

オリエンテーション
・グループ編成

３
～
７

基本動作を身に付けよう
・木刀素振り
・矢島中剣道形

８
～
13

基本技を身に付けよう
・剣道具の着脱　基本技
相手の動きに応じた技を身に付けよう
・連続技　引き技　応じ技　得意技

14
～
16

試合に生かそう
・簡易試合　基本錬成試合
・団体戦　全校剣道大会

単　元　計　画
改
訂
を
重
ね
使
用
し
て
い
る
自
作
の
「
剣
道
ノ
ー
ト
」


